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1.はじめに 

この度、本学の国際交流基金の助成を受けて、2023 年３月６日から３月 16 日までの期間、

オーストラリアのニューサウスウェールズ州の North Coast TAFE Kingscliff Camps に訪問

したことをここに報告致します。滞在中は、ホームステイをしながら英語や現地の薬学、オ

ーストラリアの文化を学習しました。 

2.学校生活 

今回私たちが行った TAFE は、オーストラリアに 100 校以上ある州立の職業訓練専門学校

です。ビジネスや IT 系、美容など様々な分野のコースがあります。私たちは、午前中は

English class、午後は Pharmacy class を受講しました。 

English class では簡単なテストを受け、２つのクラスに分かれて実際に使える簡単なフレー

ズや、オーストラリアの地理、アボリジニについて学びました。ビーチにある旗の種類と意

味も学び、ビーチに行ったときにその知識を利用することができました。また、現地で新し

く知った英単語をゲーム形式で覚えたり、休日したことやオーストラリアに来てから感じ

たことなどをグループ内で英語で話したり、楽しんで英語を勉強することができました。 

Pharmacy class ではオーストラリアの薬の分類の仕方、薬局、薬の配置の仕方などについて

知りました。話を聞いている中で特に PBS というオーストラリアの制度が記憶に残ってい

ます。PBS は Pharmaceutical Benefit Scheme（医薬品有効利用計画）といって、オースト

ラリアに住んでいる人や、医療協定を結んでいる国からの訪問者の医薬品の費用を政府が

助成する制度です。すべての医薬品に適用されるわけではありませんが無料になる場合も

あると聞き、オーストラリアは医療に対しての意識が高いのだなと感じました。 



また、課外学習として、Griffith University に訪問しました。実験をしたり薬学について学

んでいる場所を見せてもらい、お菓子を使って調剤を疑似体験をしました。 

アボリジニの方に直接お話を聞く機会もありました。森の中にある草や木の実などが食べ

物になったり薬になったり、魚を捕まえる道具になったり、最近は便利なものがたくさんあ

るけれどそれがなくても自然を使って豊かに生活できるのだなと新鮮でした。 

勉強面以外では、カフェテリアのメニューが高カロリーなものばかりで量も思っているよ

りも多く、日本でよくあるような普通のお皿に入っていて食べた後に返す形式ではなく、紙

のボックスやプラスチックの容器に入っていて食べたら捨てる形式だったことに日本との

違いを感じました。 

 

3.ホームステイ 

私は学校から車で 20 分ほどの Boganger というところにあるホストマザーと犬 2 匹の家庭

に先輩と２人でホームステイさせていただきました。家の近くにはサーフィンのスポット

として有名な Cabarita Beach があり、ホストマザーは小学校の先生をしていて忙しい中、

毎日学校帰りは海へ散歩に連れて行ってくださり、休日は車でショッピングモールやマー

ケットへ行ったり海で泳いだりしました。また、学校の授業の宿題でホストファミリーへ聞

いてくる課題があり、夜ご飯を食べた後教えてもらいながらいろんな話をしたり、仕事をし

ている隣で一緒に勉強したりしました。ホストマザーは、オーストラリアの様々な場所を旅

行しており、その中で１番気に入っているところを聞くと自分の住んでいるところと答え

ていました。話の端々から地元が好きなのだなと感じ、素敵だなと思いました。 

最終日には Currumbin Wildlife Sanctuary という動物園に行きました。そこではコアラを抱

っこしたり、カンガルーはもちろん日本の動物園では見ないような動物を間近で見たりす

ることができて楽しかったです。 



 

 

4.終わりに 

約 2 週間のオーストラリアでのホームステイは私にとって貴重な体験になりました。私は

オーストラリアでのホームステイは２回目でしたが１回目の場所とは季節もホストファミ

リーも全然違っていて驚いたことがたくさんありました。 

日本語は学校で友達と休憩時間に話すぐらいで、あとはほとんどの時間英語だけの環境で

過ごしてみて、自分の英語力が足りていないことを痛感し、もっと勉強しようと思いました。

そんな中でも、周囲の人たちはとても優しくて自分の拙い英語でも理解してくれようとし

てくれて、私が分からないときは簡単な単語に言い換えてくれました。それがなければ自分

の気持ちも伝えられず途中で嫌になっていたと思います。この滞在中にお世話になった

方々や、先輩、この語学研修に行かせてくれた親に感謝しながら今回の体験を無駄にしない

ように頑張ります。 


